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「保健」の効果的学習における問題点

は じ め に

保健学習の実践と問題点の研究は，他の教科より少なく，したがって，教材研究，授業形態の

研究，生徒の除健に旨召する科学的認識の高め方などの理論の確立がまたれる。保健の教材研究で

は，生活化か構造化か，生活（実践）か知識か，などその日襟をどこにおくかということから，

保健の科学矢口我とともに，科学の方法を日常生活の実際問題に応用し適用する能力を発達させる

方向にあるといえよう（1）。供健における授業形態は，ノ他の教科にみられる主体学習，系統学習，

個別学習，集i頚学習の4つの形態を学習者の教材に対する対しかたと学習者の人間関係の違いか

ら分け，その組合せから，自由教育，問題解決学習，系統学習などの授業形態をとっているよう

である（2j。学習者の保健にf謁する科学的認識を高めるとともに，実践的能力を養成するための讃蔓

論の確立を研究目的とする関西における研究会での陳鮭の学習についての悩みの諸点には，学習

者の教科としての保健認識の問題，教科書の未熟さ，内容を高度化することと生活現象面とのま調

達，生活教科ということ内容の拡大性，ぎ勺容の系統性の進め方と他教科との的連などがあげら

れ，着実に研究が進められているようである（3き。

このような諸研究のなかで， における学習者巻主体的にとりあげて考察することは，教育

の現代化の1一つの要因であり重要なことである。本調査のねらいもここにある。本校における学

習者の擬擬授業に対する興味は決して高いとはいえない（表参照）。学習者が意欲をもっで学習

清蜜如こ参加するためには，劫梯づけがどのようにおこなったか考えなければならない。この劫磯

づけには， 切な材料を与える，目標意識を高める，進 匁1らせて励ます， 荊を利用する，

競争や協力など社会的条件を利用するなどが主要な原理とされている（4き。これらの背景には，学

習者の情緒的安′定の問題がある。すなわちタ 学習者のからだの問題，学習方法や習慣夕 基世の欠

陥などの要因がある。さらに，受験期では，心身の疲労のうえに，意欲が過剰となり，不安や緊

張が高まりがちだというく5き。このように，学習者の問題と教師の指導，それに教材などの旨ヨ連の

うえに立つ保健授業で，効果的な学習を考察するのは簡単なことでない。

効果的な学習はどのような変囚が満足されたときにいえるかということになる。擬健における

効果的な学習は，供健の目襟への接近の度合である。保健の目標を，高等学校学習指導要領第2

澤第5節供健体育の籍2，傑健の目標におけば，次の3つになる。

（1）健康な身体，精神と健康障害の基線ヨ守な事項について科学的な理解を深め，これに基づい

て，みずから進んで極度の保持増進に関する問題を解決する能力と態度を養う。

（2）労働について保健の立場から理解させ，これに基づいて健康生活を計画し実践する能力と

態度を養う。

（3）公衆衛生について系統的に理解させ，築きん∃∃の健康を増進し，‡彗民保健の発展に寄与する態

度と能力を養う，とある。

（1）の白襟達成の具体的内容主して，人体の生理。人体の病理。精神衛生がある。（2）の目標達成

として，労働の健辟。安全。（3）の目標達成として，公衆衛生がある。

学習者は，目櫻への接近のため教科書を通して学習することになる。目標が正しいか否かはし

ばらく検討しないとして，数奉 の内容が学習者にとって理解されたか，内容自体に問題がある

か考察することは，学習効果を検討するうえで重要な変王表となる。保健学習の効果をあをヂるため
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の方法は，資料の提示，ブル【プ編成，興味づけなどの具体的な研究もあるが（6），今剛ま教科書

について高校保健の学習を終了した時点で生徒側から考察してみた。白襟具体的に展開した教科

書を学習者が考察することば，学習者の理解度も把握できると考えたからである。しかし，最も

留意したことは，前述のように，保健学習への興味は高い方ではない理由に教授方法なのか，そ

れとも教科書の作文にあるのかの検討の1つに後者をとりあげたといえる。

この検証は，とりもなおさず効果的な保健学習への道につながるものではないだろうか。ブル

【ナ【の「学習についての学習」の第三螢に「子どもを，現在の状態Aから，目標としているB

へ，できるだけ効果的に到達させるには，どのようにすればよいか。」の課題がある。その疑問

巻明らかにするた捌こ構造化してみると次のように分節化してみる必要がある。

（1）現在の状態Aとは何か。

（2）目礫としている状態Bとは何か。

（3）状態Åから状態Bへの移行における凶難の原因は何か。

（4）いかにしてわれわれは，その内難の原因を取り去ることができるか。

現在の状態Aの把握には，次のような要素が考えられるという。すなわち，カリェラム中心の

プぎ法をとれば，最初に目標状態Bが分析され，それから状態Aにおける子どもの反応の範囲の申

で，どれが詞和するか，どれが矛盾するかが調べられる。これに対して子ども中心の方法を採用

するとすれば，状態Aの本質的な僚向や組織を，できるだけ生き生きと把えようとする。前者が

知識の構造の概念を背景において考えられた現在の状態Aの把握であるとすれば，後者は，学習

者の能力の概念を背旗において考えらた状態Aの把握であるといえよう（7き。後者の要素から，尿

健の問題点を把握し，そのぎ豪傑はと除去について，以下考察していきたい。

（1）小倉学「体育科教育」1967年1月号

（2）広岡亮概‡〟授業の科学」琵妄1巻

（3）横山。沢村「保健の科学」1964年9月号

（4）。（5）鈴木沼「中等教育資料」1968年9月号

（6）沼田啓充「中等教育賃料」1967年3月臨増刊

（7）田掃武雄「授業研究」籍59号

問題 5単元のなかで臣ヨ心度の高いのを10，低いのを1とすると，それぞれの単元に何点巻配

点するか。あわせて簡単に配点矧主権述べよ。配点の尺度は各i当の感じで特に示さないが，めや

すとして，最高に関心を待った場合を10，高い粥心を待った場合9～7，普通の場合を6～4，

低い関心の場合巻3～1とする。（調査，昭和41年12月3日）結果は表参照

調査の方法

対象学年

調査年月

詞査形式

対象教科書

昭和42年度高校三年 男子159名

き昭和42年12月

レポ【卜形式，枚数はレポート用紙5～6枚位い。個人。班どらでも可。

保体008，大修館，籍3版

溺査の結果

学習者は供健の目繚をどうとらえているか。（）は個人・班の盤理番号

1・個人の－∫l三しい健凍観を養い，それを日常生活に役立てることである（7）。

これは，教科書のまえがきの抜率である。大部分の学習者がこの目礫から，批評の立場をと
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ったようである。

2．我々が学校で「保健」という分野を学習するということは，人間が「健康」であるという状

態にあることが，個人及び社会という2つの観点からみて，どういうことなのかを知ることで

ある。主体の条件，主体の活動の条件，環境粂附こよってきまる健康という状態が「健康でな

い」という状態とどう区別されるかを知るた如こ，人体の精神的。肉体的機能及び作用を理解

する。こうして，．自己のからだに責任を持ち鍵駿管理を行なって，日馬生活を合理的に活発に

して行くのである。個人の生活は社会と強く結びついている。その社会の状態はどうか。個人

と社会がどう相互的に美辞皆カをもっているかを理解することが当然必要となってく る。そし

て，両者の圭謁係の改善について，1つの主義主張呑もつことから個人。社会の健康が，その可

能性を有するようになる。（17）

（17）の目標は具体性と肘向牲をもち数少ないとらえかたであるが，現行の保健の目標が指向

性のとぼしいのに比べて効果的学習の問題点を提供している。（54頁の目標と比較）

3．経験主義忠恕ものはなやかだった時代は習慣。態度。祭日識によい好饗を与える経験の総体が陳

健教育である。これは卜【マス。D¢ウッドの線担教育の定義である（ユ926）。これを一瓢鯵j二‡三

して，アメリカ保健体育協会の用語委員会は「保健教育は個人。社会。氏族の健康に絹する習

慣。態度。矢口識に望ましい影婆を与えるあらゆる経験をいう」，と定義している。グラントは

「陳経教育は，知識を行動形式に転化する教育過程」（1948）とし，科学的知識による態度，行

劫の変容に力点をおいた。アンダゲソンは「位；∃蓬に対する理解の と，健康の基礎的原理を

個々の生活状況に油ノ召する能力の発達をめざすもの」，としている。我国では，供鰹の目標は

知識・態度・習慣の育成にあるとされてきた。指導要領の示す目標は（指導要領の項，54頁参

照）内容の系統化による理解。態度。能力の育成にある。これらにある程度共通なことは，供

健教育の白襟が，知識¢理解だけでなぐ習慣や 変。能力を含んでいることである。辟橙教育

は陳粒の科学的認識を発達させ，ノ隙粒習慣を素材として含めた実践能力を身につけさせること

をめざす教育である。（68）

（68）の参考資料には，高等学校学習指導変態，現代教育学（身体と教育）学校保健と健康が

、あげられている。教科書批評の手がかりとし〉て，いくつかの文献をひもいた例であり，視野

を広め，批評もしっかりしていたが望ましい膵健のあり方と具体的な構成に弱さがあった。

学習者が日礫に近ずく過程としての学習のあり方はどこにおいているか。

1．膵鰹では他教科とのき謁遵範桝の矢口識や基礎的知1識を得ること をおかず，保健にき萎召して

考える知識は他教科で得るとして，重点を，その知音識を基にした思考の発足，つまり，実生活

にどう活用していくかに置くべきである。（8）

保健の数奉 もっと日常生活。実生活に密着すべきである。具体的には，単なる突口識にし

ておくものでない。労働衛生の中には社会科で扱った方がよいのがあるし，体内の有機化学抑

な反応は生物にまかせる。伝当空病の予防接乾び などを入れる，などである。（58）

（8）・（58）の例に代表される内容が大部分であった。現行の指導要領の目楼にある。】‾基挺

純白享項について科学的な理解を溌め，これに て‥・‥・」は，他の教科で学習するか

ら，促燈は彼等がいうあり方を発注蓬させようというふくみがあるようだ。

2．膵健教育は

る。だかといっ

ついての教育であるから実生活において活用されなければ総意味であ

けられない主観的。経験的行動では真の問題解決は望めな

い。保健教育は内韓が広範多岐で衣食住など生活全般にわたるのでタ 全て巻網羅させることば

不可能，したがって，基本原理を把握させるか，典型について深め，それが個々の生活場面に

叫
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おいて適用できるように理論と実践の統一一が最も大切である。保健教保健教育は生活に適応す

るだけでなく，科学と国民生活の格差ないし断層を埋める生活変革の役割をもつ。たとえば，

けがをしても子供達は原因や条件を合矧糾こ反省思考することが少なく，ついていなかったと

いう偶然や教師や親のいいつけを聞かなかった天罰だと因果応報で片づけたりする。子供の発

想に大人の非合理的態度が伝わっている。このような日常生活の態度や行動を科学化すること

に，保健教育は重要な役割を持つのである。（68）

3．例を2，3あげよう。水銀中毒の予防として水銀の処理をよくし，水銀ガスを吸い込まない

ようにする，とある。また，鉛中毒の予防として，鉛の粉末を飲みこんだり吸いこんだりしな

いように注意するとあり，ベンゼン中毒の予防法もベンゼンを吸いこまないようにすると書い

てある。これは，何の教育もない幼稚園児の言う予防法である。つまり「何故飛行機は落ちる

のか？」という問いに対して幼稚園児は「飛行機は空を飛んでいるから」と答えるであろう。

【一一般の人は「操縦士が未熟だから」などと答えるだろう。そして対策はと問われれば，著作者

遵は一斉に「飛行梯が飛ばなければよい」と答えるだろう，それは単純明快である。しかし，

飛行機は空を飛ぶから飛行機なのである。吸い込まないようにする，だけでは現実を全く鰊祝し

た何の応用もできないのである。何故このような内容が大部分を占めているのだろうか。「保

健」も他の教科の如くに，実生活へ方缶用できないということをその主旨としているのであろう

か。教科書に関する当事者は，r】保健」という学科から何を求めているのであろうか。（56）

（68）。（56）は，場面設定の違いこそあれ，問題解決の動機づけとしては，教科書の中に弱い

南があるここを示している。しかし，学習者の過去の経験や知識を利用して行なわれた思考

活動が力強く持続されていると，解決への予想の程度は，関連教科の領域へと発展してい

く。この発展の緒環がくり返えされ，力感や限界を感じたり退行する学習者もいるいること

に留意しなければならない。（まとめの項（15）を参照）

者の教科書全般を通しての

学習者の目標に近づける保健のあり方の大枠は，上記の3項目に三栄約されると考えている。

すなわち，「なるほど」から「実生活に密着させるには」とj忍考する過程「実生活に密着さ

せるには」の仮説が満足されない場合の要因の把握。さらに，社会生活を拡大して思考する

段階を考えている。その上の段階については今酌ま（15）の例をかかげて問題点としたい。

（まとめの項を参照）

教科書全般を一応箇条書で提示する。

1． もっと興味を持たせる意味で，見開き頁の1南に，①その項目のねらい巻簡単に書く。①細

かい項巨＝こついて平易に述べ，根本的な考えから発展するように書く。④もう1耐こ⑧の具体

例，資料巻載せるようにすべきである。（66）

2．最低限の文献目録を付け，学習の賃料の手がかりとすべきである。（41）

3．並列，平板的で蓄積された知識の反映がない。（52）

4．保健の問題と社会的，経済的関連を十分に示してない。（29），（54），（55），（63），（66）

5．生き生と問題意識を待った著者により，新鮮な動いている素材を理論的に統〟爪一した，一種の

文明批判を求めたい。（13），（58）

6．全容が実生活に役立てず，教養としても不十分である。（2），（17），（20），（30），（37）

7．授業時間の割に内容が多く未消化になりやすい。（35），（36）

8．保健的な考え方や供健知1識への右左用の意欲を養うには全くの総力である。（5），（〝40），（46）

9．個人と社会，社会と個人のとらえ方が少ない。（14）

－
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10．すらすら読めるが盛られで‘′、るi巧容が浅く，読んで興味の持てるような文章がない。（26），

（67．）

11．内容が生物，地三埋，政経，倫社等と広範瑳目な重複がみられる。（8）

12．基鍵となる人体の生理・病理が実際面にあまり投影されてない。（8）

13．保健とは健康の保持増進であり，それは，肉体。精神・運動。社会などの総合の上に成立つ

ものであり，その関係を明らかにしなければならない，い′、うような問題意識が極めて希薄で

ある。（51）

14．この教科書は保健理論巻理解させることを目的としているようである。それだけではもの足

りないのではないか。実情や問題提起（われわれはぎうに考えどのように行動すべきか）が貧

弱であっては，その理論知識が生かされないのではないか。（こうであるから，こうあればよ

い）だけで（では，なぜ現在そうなっているのか，そうあるようにするにはどうすべきか）と

いうことが抜けていては，何の意味も持たなくなってしまう。次の時代を担う高校生用の教科

書であるからこそ，実情を知らせ問題意識をもたせるよううにしなければならない。（58）

15．教科書は肘楼でよい。考察，意見などは生徒自身でする。問題点。問題意識をもたせる。

（9）

これらの批評は，大部分が興味が湧かない，面白くない選蓬由を質の高い見方によって示して

いる教科書の持つ意義を学習者はj ころから完全なもの，知識を高めるものとして考え

ているのは，次のようなことからもわかる。

教科書は授業で教師が上積みするものと期待して基礎的な知識を平板的に羅列している。しか

し，一教師の指導力，保健的要素に乏しい高校の場合（教育実習生で見当がつく）は授業で上積

みされる期待は蒋いので，教科書を完結したものにすべきだと考えたい。このような立場で教科

持つ諸制約を－Y一応納税して批評していきたい（52），と考えている生徒もいる。

教科書教材の基本的な検討は，森 講師（岡山大）によれば①教科書の個々の教材が，保健

科の本質に即して，兵に価値ある内容をもっているか。

①教科書の教材の系統性が認識の順次性をふまえて，i仁しくうち立てられているか。

（封教… 刀教材が生徒の発達段階，認識水準とj王三しく合致しているか。

④保健教科 教材と他教科教材との閑適はどうか。

の諸点からなされなければならないという。学習者の批評には，以上の論点が含まれているの

が多い。

単元ごとの批評

「人体の生澄巨」

〔全体を通して〕擬陛が常に目指している方向巻忘れさせないようにすべきである（61）。すべて

学問は他との鞘逮がある。とはいっても全く同…一一の内容をやるのは明らかに時間の浪費である

（56）。多くの場所で血球数などの数字がでているが，単なる材料の奉仕にすぎず，必要性が少な

い。（56）教科苔を読んで，こんなこと当り前じゃないか，と

的立場の教科

われる点がかなりある（2）。原理

をみると，自然に応用的見方に立てるのが保終挙で期待したいところであるが，

それがない（37）。数字が実際にどんな意味をもつか全く書かれていない（37）。恒常性の碓持に約

達することが適応作用，全体性の名目で再三くりかえされている（40）。個別的説明が多過ぎる，

もうちょっと概念的あるいは抽象的にまとめるべきだ（48）。安易な説明は生体，さらに生命とい

うものについての認識をいい加械なものにするおそれがある（65）。

r¶人体の病理」
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〔全体を通して〕病気になった場合，綻状からどんな柄気であるか。どんな応急処置をすべき

か，病変の個々の説明とは別に，はっきり説明しておく必要がある（1）。我々が望むのは，その経

状も知りたいが，むしろ，その予防と応急処置であろう（2）。定義巻省くか最小限度にとどめ，現

実に大きな社会問題となっている病気の現状と治療，対処の仕方と限界などを学ぶことが社会人

になるにあたって必要不可欠なことだと思う（4）。－一般に教科書は味気ないものである。病理のよ

うに内容そのものが面白味に乏しいのを面白くするには，説明巻少なくし，項目を並べる程度に

しておく。そし、て後に望を富な望劉ミキをつけておく。病理学約な南と同時に社会的な南からも 巻

理解できるよう配慮しておく（5）。人体の病理ではほとんどすべてのことが書かれているが，日渇

生掛ここの知識をもって役立たないということである（28）。

「精神衛生」

〔全体を通して〕我々がどのように精神衛生巻していけばよいのかわからない。とくに問題と思

うのは，集巨目的な精神衛生といったものになんの記述もない（1）。内容が緩々雑多，盛り沢山であ

る（2）。日常生活と精神の安定との心理学的効果まで追求し，思春期の精神的動揺，心理分析まで

広げたら面白かった（7）。精神的に活発な生活を行うにほ筏嬢的で創造的なもの巻つくりあげるこ

とが重要だと思う。その意味で精神医学の祭日識は大いに必要である。しかしタ この単元には力点

がない。しいて力点主いえばタ たとえ不清夕蓄な人間でも，社会的に問題のないような人間をつく

りだそうというところにあると思う（3）。青年に関係の深い，受験。恋愛などの問題に焦点をあで

て，深く考えさせる方が良いのではないかと思う（11）。他教科との重複が多い（28）。個人が精神

の梅漬を維持するのに具体的にどうすればよいかがでてない（19）。一番つかみどころのない単元

がこれである。心理学i当体まだ定説のない点が多い上にク それをJ単純化して説明しようくというこ

とが奨拝理ではないか。また，説明がどういうふうに生活に生かしたらよいのか考慮されてない

（36）。言柴の集合体の感じ，日常生活でおこる「保健」に対する疑問などが，はんえいされてな

い。保健は，身近なものだから現実よ深くつながりをもたなくてはならない（41）。、価値観を与注し、

ださないで，ただ現象を追いまわしているだけでは何も解決されない。（53）もっと具体的資料を

入れるべきである（舶）。

「労働と健康。安全」

〔全体巻通して〕個人の対策ぐらいしかかかれていない。しかし，こういうものは なり社会

なりが卒先せねば解決できないものが多い（1）。膵健純な南からのみ問題の解決を試みようとして

いるところに無憫がある。しかし，ここでは資本主義の問題まで取り上げるということは教科書

に限界があることも認めざるを得ない。それでも，社会の根本的な問題とからみ合っていること

な示唆することを怠るべきでないと思う（4）。生徒の深い探究心巻呼び起こし自分から横板的にや

る気を起こさせる教科 でなくては夕 良いものであるといえない（3）。説明が多すぎる，もっと実

験的なもの，我々が今後の生活で役立つものを重点に置き，生徒に考えさせる前葉力

ベきである（6）。解

工夫す

を社会全体から総合して考えてみる態度に欠けているのはでないか（27）。

いずれにしても教書には「‥‥‥することがのぞましい。」「……がたいせつである。」のようにど

れも断定的な き方しかしておらずはっきりしないことが多い。また恋条件の責任についても述

ベておらず（書いてあれば，労渉

が）問題の

合偏向教育だといって文部省から文句がでるかも しれない

志がぼかしてある。これが教科書すべての欠点なのだが（28）。教科書は問題点の捉

起にとぼしい。（29）労瓢甥題は社会問題であって に労働者階級と支配者階級の対立が板木問題

であって，教科書は讃室怒＝ゴかりいっているが，その実現に対しての最も大切な点である労働者の

…ミ鳩与などの点にふれてない（45）。じて，この当ま元は，使用者と労働者の対立を抹殺して記述が

すすめられている。しかも，その対立の認識から出発しなければすべては解決されないことは巨盲

…
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に見えている（48）。この問題は，人間の基本的活動である再生産にたずさわる働く者が主体であ

り，やはり，社会の問題と切り難しては進歩向上はありえない（53）。教科書はこの項目を，学問

的に，科学的に扱っている。5単元の流れとして，それは当然でよいと思う。しかし，もっと政

治への関連も扱うべきではないか（59）。中小企業に働く労働者などの健康に触れてないのはどう

いうわけか。（62）

「公衆衛生」

〔全体を通して〕いろいな諸条件との組み合せなどから解決策を考えるとか，個人としてはそれ

についてどのような対策をとればよいかについて述べていない（1）。生活への密着が弱いきらいが

ある（2）。内在している諸問題を見逃さずに明記しなくてはいけない（9）。少しつっこんだ点には全

くふれていない（31）。公衆衛生の理想がどこでどうねじまげられているのかを追求せねばならな

い。人体に対する影饗などの認識を深めることにより思想を操作することが可能であるというこ

とである。その責任の追求の仕方は我々の社会観に静饗するであろう。この点がない（48）。国や

地域社会の問題が多いのに個人の問題ように極力しているようだ。書いてあっても「しかレ‥…

…まだ‥・・…‥である」である（63）。

批評に基づいた，保健学習の教材の体系化

（51）の例 序章。基礎編。考察編。社会編より成る。

序章には，保健の意義，何をどう学ぶか示唆する。＝保鍵観の変遷，現代の主な健康観

基礎編では，

考察編では，

社会編では，

（30）の例

人体の生理

精神衛生

人体の生理（生物分野ははぶく），人体の病理，精神衛生（8三物分野ははぶく）

体育の保健における】仙ルー般的な意義，青年期の問題を考えさせる応用的なもの。

社会の中で積極的に解決する方向を示す。＝労働と健康・安全。公衆衛生

1．主な疾病，2．疾病によるからだの変化。

1．青年期における身体と精神の粥係，2．欲求と行動（1欲求の充足と不満，2

不安と葛藤，3適応機制）3．家族的係と社会的適応，4．適応異常と精神障害。

労働と健康・安全1．疲労と作業の合理化，2．労物衛生（1作業環境条件と健康，2職業

病）3．労働災害（作業条件と災害防止）

公衆衛生1．公衆衛生の塞が的活動，2．公衆衛生の内容と梯構。

おわ り に

保健を効果的な教科にするた捌こは，授業を構成する基本的な変素である「生徒」「教材」

「教師」の三者のカ動的関係が要素となる。岡LLl大の森講師は，これらの要素に「地域社会なら

びに父母について」の要素をいれている。

保健の教科が学習者にとって興味の低い原因には諸点があるが，今回は，教科書に学習者の目

・をむけさせることにより，教科書をどううけとめていたかを考察した。

1、学習者は，他教科の教科書教材と閑適している場合は，その内容の重複と受けとめ，保健

が生活教科であるから，基挺的なのは他教科で取り扱うべきだとしている。惑複の多い内容

も学習意欲をそぐようであった。

2．個人の健康の保持を人体の生理に期待したようであったが，実際面に応用できるものがな

かった。

3・社会問題ぬきにして健駿の保持はありえないことを理解しただけでは，学習の興味は中途
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半端であった。現状巻改善する方法は，それができない体制への不満，そして，いつもそこ

に到達してしまい空虚さが残る授業。とくに労働と健康・安全にみられた。

4，系統性のとらえ方としては，単元1～3と4，5とにわけ，個人の健康から築何の健康へ

の系統として考えているだけである。

5．学習者の思考過程からみると，教材が正しく合致しているとは思えない。

ここに，2つのレポートを提示して，今後の保健教育の問題点としたい。

教科書を批評する前にもっと考えてみなければならないことがある。教科書の性格というもの

巻考えてみよう。教科書を読む側は決して限定できない。物足りない者は参考文献を求めること

は容易なのだ。また教科書は限られた紙面で編集しなければならず，むしろ努力に敬意を表する

くらいでよい。だから，こんな教科書でよいというのではない。各学校の担当教官がテキストを

作製するのが－－－一番良い○先生が，教科書を批評せよといった意味は，理解していなければ批評で

きないから，批評させてその能力を見るということだと思う。生徒達の大部分はそれ巻ケナせと

いうふうにとったと思う。それは大変に危険なことだ。何事にもケチをつけ，それでいて自分が

偉大であるように錯覚し，何らの建設的な行為をしない連中が本校には特に多いような気がして

ならない（52）。

（教科書概観）これまで2年間，たいくつな保健の授業を受けてきたわけだが，自分自身夕 正恵

いって，その保健の授業から何を学んだかあげることのできるものはない。いろいろな言柴の：定

義などについて知識を増したように感じるけれども，それらは日常生活において何らかの診で経

験し吸収してきたことから関してそれを系統だてて遍在べかえたというのがほとんどであった。そ

れゆえつまらないことになったのかもしれない。また教科書から積極的に興味をもつ課題がなか

った。労働と健康。安全，公衆衛召三などの前においても‥‥・・を改善しなければならない，あたり
前のくりかえされた結論がでてくるばかりであった。現状を批判し改善策を考えることは必要で

あるけれども，今の状態は指摘するだけで，実行しようという気分ではない。又そういう気力に

欠けているともいえる。これこれの改善策がたてられねばならぬと橙そうに構えても実際はどう

でもよいことなのである。教科書自体もそのような感じをぼくらに植えつけているよ うである

し，今の教育そのものがあらゆることを知っているごく一…一般的な人間を要求しているのではない

だろうか。

（教育の目的・保健教育の占める位置）教育は日本国憲法においで粒界の平和と人攻の福祉に貢

献しようと決意した日本人が，その崇高な理想の実現のために行なうべき根本的なものであり，

その目的は「人格の完成をめざし，平和な国家及び社会の形成者として，義理と正義を愛し，個

人の価値をたっとび，勤労と責任を重じ自主的精神に充ちたノー身ともに健康な国民の育成」にあ

るとされている。（教育基本法第一条）そしてここに表現されている期待される人間像たるもの

の最も基本的な条件が「心身ともに健康である」ということで，その基本的な条件を満足させる

ための教育が保健教育ななのである。（と教科書に書かれている）このことを拡大解釈すれば，

他教科よりも根本的なのが保健であり，5科目など成紡が悪くても，保健の成紋が良く，心身と

もに健康である人間の方が，5科目ばかりできても，Jb身が不健康である人よりも，人間として

の価値があるということになりそうだ。

（心身の健康とは何ぞや）心身の健康について，教科書まえがきにおいて，次のように述べられ

ている。すぐれた健康，たくましい体力をもって生産や研究にしたがい，つねに周飼の人々と明

るくなごやかなふんいきをつくりあげるような性格巻身につけること」これによって教養ある社

会人として意義ある人生巻送ることができる。と，まことにもっともな話しであるが，よく考え
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てみると，あらゆることを知りながら，その点では完璧な人間であるが，本当は何も知らない。

平凡で中庸で従噸で，現代サラリーマン的な人間のことを指しているといえる。

保燈はなぜつまらないか。このような目的のもとに編集されている教科であるわけだが，目的

達成のた如こ役に立つのであろうか。答はノー。身体の健康については運動そのものを通しての

み，その目的が遷せられ，教科書に書いてあることがらも経験を通じて一般常識として知ること

ができるものである。Jb身の健康というものはあらゆる人生経験とその上に立った講究口誠により

築かれるものである。それゆえ，保健の教科書そのものは，心身の健康などという大きな題目を

かかげているにもかかげわらず，尿健に捗冒する枝葉末節的なあらゆる常識的な事項を並べるとい

う道を取る飽はなく，それゆえ必然的につまらないものになってしまう。期待される教科書像は

細い。したがって，僕の教科書に対する批評ほ無い（15）。

思考の発展性もみられるが，硬い批評である。しかし，この申に，保健教育の限界を見出して

いるところに注目したい。教授法の工夫などにより興味を起こさせることができるといわれる

が，供健の教材を検討すればするほど学習者なりの壁にぶつかり興味を失なっていく者には，補

足説明やプリント配布，参考資料の倍出し，スライド，グルrプ編成による集一頭からの働きかけ

でも興味を上げることは困難である。保健の独敵性が少ない現在，人生における価値観の育成の

碑での健康の位置づけとそれにともなう態度を高めるにはどのようにしたらよいか，今後の問題

点である。
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